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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は起炎菌同定率が低い整形外科領域感染症に対して、次世代シークエンサー

（NGS）が一般的な培養検査を補完できるかどうかを検討したものである。その結果、新

たな指標としてNGS index を設定した。その結果、従来のNGSの多様度指数であるShannon 

indexやSimpson indexよりも NGS indexのcut-off値を6.0とすると感度は90%、特異度は

100%と従来のNGSよりも優れていることが明らかとなった。本論文は、NGS indexが6.0以

上であれば感染症の診断に有用であり、NGS解析は培養検査で検出が難しい嫌気性菌など

を起炎菌として候補に上げることで効果的治療を行うことができるとの結論に至った。よ

って本研究は明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


